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市
民
課
の
日
曜
開
庁
を　
　

　
　
　
　
　
　
　
臨
時
休
業

休
業
日　
３
月
19
日
㈰

　
電
気
設
備
工
事
の
た
め
、
市

民
課
の
日
曜
窓
口
の
開
庁
を
臨

時
休
業
し
ま
す
。

◎
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
業
務
は

通
常
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

交
付
時
間　

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

交�

付
場
所　
市
役
所
１
階
市
民

ホ
ー
ル
臨
時
交
付
窓
口

※
事
前
電
話
予
約
に
よ
る
住
民

票
の
写
し
、
印
鑑
証
明
書
の
日

曜
交
付
は
通
常
ど
お
り
行
い
ま

す
。
ま
た
、
戸
籍
の
届
出
は
通

常
ど
お
り
休
日
夜
間
受
付
窓
口

で
受
付
し
ま
す
。

★
市
民
課
☎
�
１
１
１
３

～
障
害
者
の
居
場
所
づ
く
り
と
地

域
支
援
に
向
け
て
～　
　
　
　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

講
演
会

　
地
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
性

や
背
景
を
持
っ
た
人
た
ち
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
、
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
無
知
や
無
理
解
に
よ
る
社
会

的
排
除
に
よ
る
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
た
人
た
ち
も
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
人
た
ち
が
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
る
こ
と
な
く
、
誰
も

が
自
分
ら
し
く
生
活
を
し
て
い

く
た
め
の
地
域
の
在
り
方
を
探

る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　
３
月
18
日
㈯

　
受
付　
午
後
１
時
30
分
～

会
場　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

講�

師　
中
嶋　
恭
子　
氏

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
太
萬
の
会

佐
久
間
さ
ん
ち
施
設
長
）

費
用　
無
料

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

★
地
域
福
祉
課
☎
�
１
１
４
２

離
職
中
の　
　
　
　
　
　
　

　
　
看
護
職
の
人
は
届
出
を

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
看
護

職
の
資
格
を
持
っ
て
い
て
就
業

し
て
い
な
い
人
は
、
県
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
へ
届
出
が
努
力
義
務

に
な
り
ま
し
た
。
転
居
や
出
産

育
児
等
で
離
職
し
た
人
は
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

届�

出
方
法　
県
看
護
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
と
ど
け
る

ん
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
入
力

★�

埼
玉
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
４
８
―
８
２
４
―
７
２

　
２
０

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

毎週火曜日３名様限定無料相談受付中 

なかなか良くならない…

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　 ★秘書広報課�１１５５

市長コラム
しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学
支

度
金
支
給
制
度
の
ご
案
内

　
県
で
は
、
低
所
得
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
児
童
が
中
学
校
へ
入

学
す
る
と
き
、
就
学
支
度
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
12
月
１
日
か
ら
本
年
３

月
31
日
ま
で
に
、
離
婚
や
県
外

か
ら
の
転
入
等
に
よ
り
新
た
に

対
象
と
な
っ
た
人
は
、
左
記
の

受
付
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
受
付
期
限
を
過
ぎ
る

と
、
資
格
が
あ
っ
て
も
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

※
以
前
か
ら
資
格
の
あ
っ
た
人

の
受
付
は
、
既
に
終
了
し
て
い

ま
す
。

対�

象　
母
子
家
庭
の
母
、
父
子

家
庭
の
父
又
は
父
母
の
な
い

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

で
、
平
成
29
年
４
月
に
中
学

校
へ
就
学
す
る
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
（
生
活
保
護
受

給
世
帯
を
除
く
）

支
給
額　
１
０
、
０
０
０
円

受
付
期
限　
３
月
31
日
㈮

申�

請
方
法　
振
込
先
金
融
機
関

の
通
帳
を
持
参
の
う
え
左
記

へ
★
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
☎
�
１
１
３
０

　
市
民
福
祉
課
☎
�
１
３
３
３

４
月
１
日
か
ら
公
立
藤
岡
総

合
病
院
附
属
外
来
セ
ン
タ
ー

の
診
療
方
法
が
変
更
に
な
り

ま
す

　
公
立
藤
岡
総
合
病
院
は
、
平

成
29
年
秋
に
附
属
外
来
セ
ン

タ
ー
と
統
合
し
、
新
病
院
と
し

て
開
院
し
ま
す
。
そ
れ
に
向

け
、
４
月
１
日
よ
り
附
属
外
来

セ
ン
タ
ー
の
初
診
受
付
が
紹
介

型
外
来
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
初
診
時
に
は
、
か
か
り

つ
け
医
の
紹
介
状
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
の
紹
介
状
が
必

要
と
な
る
人

・�

附
属
外
来
セ
ン
タ
ー
を
初
め

て
受
診
す
る
人

・�

以
前
受
診
し
た
と
き
の
病
気

が
治
癒
し
て
い
る
人

・�

ご
本
人
の
都
合
に
よ
り
診
療

を
中
断
さ
れ
た
人

★�

公
立
藤
岡
総
合
病
院
地
域
医

療
支
援
連
携
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
７
４
―
２
２
―
３
３
１
１

火
災
が
発
生
し
や
す
い　
　

　
　
　
　
季
節
に
ご
注
意
を

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
に
な
り
ま
し
た
。

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
で
は
、

平
成
29
年
春
季
全
国
火
災
予
防

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

防�

火
標
語(

平
成
28
年
度
全
国

統
一
防
火
標
語)

『
消
し
ま
し
ょ
う　

　
　
そ
の
火
そ
の
時　

　
　
　
　
　
　

そ
の
場
所
で
』

実
施
期
間　

　
３
月
１
日
㈬
～
７
日
㈫

重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

③�

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け

る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④�

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向

け
た
取
組
の
推
進

⑤�

多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し

に
対
す
る
火
災
予
防
指
導
等

の
徹
底

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７

つ
の
ポ
イ
ン
ト
～
３
つ
の
習

慣
・
４
つ
の
対
策
～

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

・�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る

・�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す

４
つ
の
対
策

・�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る

・�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る

・�

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
た
か
？

　
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

設
置
が
必
要
と
な
る
の
は
寝
室

で
す
。
ま
た
、
寝
室
が
２
階
な

ど
に
あ
る
場
合
は
階
段
に
も
取

り
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
取
扱
店
、

防
災
設
備
の
取
扱
店
等
で
購
入

で
き
ま
す
。
ま
た
本
庄
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
住
宅
用

火
災
警
報
器
設
置
取
付
け
サ
ー

ビ
ス
を
開
始

し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
消

防
本
部
又
は

お
近
く
の
消

防
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

★�

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予

防
課
☎
�
８
３
９
２

育てよう本庄市のPRスポット
　耐震補強工事を終えた旧本庄商業銀行煉瓦倉庫。４
月からは、かつての中山道の繁栄の歴史を伝える資
料の展示と、誰もが利用できる広い貸し出しスペー
スを備えた施設としてリニューアルオープンします。
　今回の耐震補強工事は約120年前の建築当時に製
造された、深谷産の煉瓦でできた壁を保存しながら
実施されました。建築学的にも大変貴重なこの煉瓦
倉庫、今後は民間委託も含め、管理運営方法につい
てより適切な方法を検討し、中山道に点在する歴史
遺産を代表する建造物として、訪れる人たちに末永
く親しまれる施設となるように努めてまいります。
　一方、児玉地域を代表する歴史的建造物である
競進社模範蚕室においては、建物の周辺整備を進
めています。本年度中にトイレや休憩所、新年度
は駐車場の整備が完了します。我が国の産業教育
発祥の地の歴史と、木村九蔵をはじめとする近代
蚕糸業の発展に尽くした先人の遺徳を、内外から

お越しの皆さまに広く学んでいただける施設とし
て、末永く大切にされるよう努めてまいります。
　そして、本庄早稲田駅の東側ではマリーゴールド
の丘の公園整備が完了し、４月にオープンとなりま
す。大久保山の丘陵が北に突き出た「前山」の自然を
活かしたこの公園は、他にはない素晴らしいビュース
ポットです。秋はマリーゴールド、春は芝桜が楽し
めるほか、眺望を活かしたさまざまなイベントも開
催できます。また憩いや出会いの場として、訪れた
皆さまには大いに親しんでいただきたいと思います。
　いずれの施設も、整備されただけでは「活きた」
ものとはなりません。文化財や自然の持つオリジナ
ルな価値（独特の景観など）をベースに、そこを訪
れる、また利用する人たちのさまざまなアイディア
によって、より生き生きとした、私たちが内外に誇
れるPRスポットへと育って行くことを、私は願っ
ております。そしてその事が私たちの郷土愛の醸成
につながれば、こんなに嬉しいことはありません。
　　　　　　　　　　　　　本庄市長


